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図書館について

振り返って

図書館について

【住所】　　　 　 〒 � � ������������  大分県大分市王子西町 	 
番 �号

【実習期間】　 　 �����( 火 ) ~ ���� � � � �金 )　����( 日 ) は休み

【 ��】　　　 　  �� ��� �������� � �� � � �� ��� � !��

内田

　全国でも珍しく、県民や学校の学習・読書環境をサポー

トするために学校・地域支援課が図書館に置かれている

のが最大の特徴。また課題解決コーナーとして「子育て

情報コーナー」「健康づくり情報コーナー」「仕事と暮ら

しの情報コーナー」を展開。図書だけでもそれぞれのコー

ナーが � 千～ " 千冊の所蔵を誇り、誰もがその分野の一
歩を踏み出せるためのサポートを積極的に行う。

　県立図書館として地域資料の収集、県内の図書館や学

校へモデルとなるような取り組みを行うなど、大分県の

学びの中枢となっている。

大分県立図書館
　　　　まなびの広場おおいたの中心

「だれでも、いつでも、どこからでも」

大分県は初めて訪れる土地だったが、いざイ

ンターンを経験してみるととても情が移って

しまった。自分の興味関心から選んだイン

ターン。ゆえに得られた経験は多い。最近は

講義を受けていると「インターンでのあの

体験が関係しそう… … 」などとばかり考えて

いる。それほどあらゆることを学び、そのす

べてが自分にとって熱烈な体験だった。今後

はおすすめの講義は何かと訊かれたら、「イン

ターンシップ」と答えよう。

本を書架に並べる「図書

館らしい」作業。単純作

業に見えるが、書架のゆ

とりのバランスを見て本

を列単位で移動させる重

労働だった。

子どもと本が出会う場。

ストーリーへの質問も多

いため、担当者は「ある

本全て読め」と言われる

そう。絵本を読まないの

で引き出しのなさを実感。

ロゴ入り #シャツと

ジーンズで出勤した

ところ、服装の注意

を受ける。ジーンズ

は最初に言われる気

を付けるべき服装らしい。以降

は襟のあるブラウスで参加した。

図
書
の作

業

こ
ど
も
室

失
敗
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【住所】　　　　　〒 "���������������� 鳥取県鳥取市尚徳町 �����

【実習期間】      　 � ���( 火 )~ �������( 火 )（ ��������年度中止）

【��】　　　  　　 �� ��� ������� � �� ��� ���' ( � �� � ��� � � !��

　課題解決型図書館として、ビジネス・医療・子育てなど

死角なしのサービスを提供。県立図書館が先導して行い、

各市町村の図書館が展開できるよう連携体制に力を入れて

いる。また地域貢献のために図書館流通センターではなく

地元書店から図書の買い付けを実施。さらに県内で大型書

店が少ない状況を踏まえ、学校図書館の選書のために新刊

の児童書全てを揃える取り組みも特徴的だ。

　県立図書館としてできることを意識し、初表彰時から継

続して個々のサービスに取り組むだけでなく、県立図書館

を中心とした県内全体のネットワークが評価されている。

　　　　「図書館だったら、だいじょうぶ」

歴代最多「Library of the Year」受賞館

鳥取県立図書館

第 ) 波の影響で実習は中止になってしまった
が、見学させていただけることになった。サー

ビスの 	 つ � つに県民や県内の状況が常に幅広
く意識されており、現場での熱意に触れ非常に

感銘を受けた。最近はおしゃれな建築の図書

館やカフェ

併設などの目新しさについ目がいきがちだが、

「真に必要とされる図書館・サービスとは何か」

考えさせられた。実習先を決める際には、ぜ

ひじっくり調べて臨むことをオススメする。

旧鳥取県立図書館の復元姿

(現在：わらべ館として開館 )

館内マップや標識の文字の配色や大き
さを工夫し、分類を誰でも見やすいデ
ザインに。��でも行間とふりがなの
変更、読み上げ機能など満載で、ウェ
ブアクセシビリティに対応している。

わ
か
り
や
す
さ

原則 *日以内に蔵書が発送され、利
用者は近くの図書館で受取が可能。
+������時には、県民が被災地の知人と
連絡を取れるよう、翌日には伝言
ダイヤルの使い方を提示した。

素
早
さ

蔵書が発送され各種サービスを通じて課題解決に取り
組むだけでなく、「とリサーチ ギャラ
リー」では、図書館を活用して生まれ
た事例や相談内容などを紹介。発信に
も力を入れている。

生
活
に

密
着

館やカフェ

併設などの目新しさについ目がいきがちだが、

県立図書館の復元姿

らべ館として開館 )
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あ
と
が
た
り

宿
舎
か
ア
パ
ー
ト
か
、結
局
の
と
こ
ろ
人
に
寄
り
け
り
。筆
者
は
ズ
ボ
ラ
な
性
格

の
た
め
宿
舎
生
活
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

　

最
後
に
、記
事
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
友
人
た
ち
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春日エリア内の学生宿舎に住み始めて半年が経った筆者。”宿舎ってどんなところ？ 何があるの？” と
いった疑問は『かすがライフ』等のフリーペーパーでも紹介されているので、今回は宿舎生活で気づい
た、悩んだアレコレについて書いていきます。宿舎暮らしかアパート暮らしか、悩んでいる方必見です。
※筆者は男性のため、男性用宿舎である春日２号棟についての記事になります。
            記事担当：田中

エ
ア
コ
ン
は
設
置
す
る
？

１
．何
階
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
か

２
．夏
を
ど
こ
で
過
ご
す
か

３
．何
年
宿
舎
に
住
む
の
か

ま
ず
、エ
ア
コ
ン
は
筑
波
大
学
厚
生
会
委
託
業
者
で
あ
る
ア
イ
デ

ン
、岩
崎
電
機
で
購
入
か
レ
ン
タ
ル
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
宿
舎

の
構
造
上
、他
の
電
気
店
で
は
設
置
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
！
）。し
か
し
、こ
れ
ら
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
は
階
層
が
上
で
あ

る
ほ
ど
高
額
に
な
る
の
で
す
。部
屋
は
自
分
で
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
か

ら
、祈
る
か
部
屋
替
え
を
申
請
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
夏
ど
こ
で
過
ご
す
か
に
つ
い
て
で
す
が
、大
学
一
年
生
は
長
期

休
み
を
利
用
し
て
免
許
合
宿
に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。合
宿
に
行
け

ば
暑
い
宿
舎
に
い
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

最
後
に
何
年
住
む
か
、基
本
的
に
宿
舎
の
入
居
期
限
は
一
年
間
で
す

（
筆
者
の
よ
う
に
、二
年
間
住
め
る
よ
う
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

※

要
条
件
）。い
ず
れ
エ
ア
コ
ン
付
き
ア
パ
ー
ト
に
住
む
こ
と
に
な
る

の
で
、わ
ざ
わ
ざ
エ
ア
コ
ン
を
付
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

検
討
し
た
結
果
筆
者
の
よ
う
に
購
入
を
決
意
し
た
方
は
、春
の
取

り
付
け
ラ
ッ
シ
ュ
が
収
ま
っ
た
六
月
頃
の
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
冬
は
備
え
付
け
の
暖
房
が
既
定
の
時
間
の
み
起
動
し
ま

す
。午
前
中
や
深
夜
は
起
動
し
な
い
、勝
手
に
オ
ン
オ
フ
の
切
り
替
え

が
で
き
な
い
点
に
は
注
意
！

宿
舎
と
ア
パ
ー
ト
の
大
き
な
違
い
は
、以
下
の
よ
う
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
、光
熱
費
に
つ
い
て
。入
居
者
が
直
接
負
担
す
る
経
費
は
、基
本
料
金
を

除
い
た
電
気
料
金
の
み
で
す
。ア
パ
ー
ト
で
の
電
気
代
が
月
々
三
千
円
で
あ
る

こ
と
に
対
し
、宿
舎
で
は
千
円
弱
、夏
場
で
も
千
五
百
円
ほ
ど
で
す
。電
気
代
は

三
か
月
に
一
度
、郵
便
局
で
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。ち
な
み
に
退
去
シ
ー
ズ

ン
の
三
月
の
み
電
気
料
金
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。十
二
月
か
ら
二
月
の

使
用
量
の
、日
ご
と
の
平
均
か
ら
算
出
さ
れ
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
共
用
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
。春
日
宿
舎
内
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
は
大
浴
場
、

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
、ト
イ
レ
、補
食
室
、談
話
室
で
す
。最
も
重
要
な
こ
と
は
、こ

れ
ら
の
施
設
は
清
掃
員
が
掃
除
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
。す
な
わ
ち
、面

倒
な
ガ
ス
・
水
回
り
の
清
掃
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
す
。細
か
な
掃
除
用
具
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
購
入
も
必
要
な
し
。そ
れ
に
加
え
て
、捕
食
室
に
は
ゴ

ミ
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。平
日
は
毎
日
交
換
さ
れ
る
た
め
、生
ご
み
の
廃

棄
に
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん（
土
日
は
ゴ
ミ
袋
の
交
換
や
清
掃
は
あ
り
ま
せ

ん
。清
潔
に
保
と
う
！
）。

　
一
方
で
隣
人
へ
の
気
遣
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

共
用
ス
ペ
ー
ス
で
の
私
物
の
放
置
は
邪
魔
に
な
り
ま
す
し
、キ
ッ
チ
ン
の
順
番

待
ち
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。自
室
の
壁
は
厚
い
と
は
言
え
ず
、廊
下
に
音
が

漏
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。す
ぐ
近
く
に
誰
か
が
い
る
、と
い
う
感
覚
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
に
は
合
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。学
生
宿
舎
に
数
ヶ
月

住
ん
で
、合
わ
な
け
れ
ば
入
居
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を
狙
っ
て
転
居
す
る
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ
で
す
。
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宿
舎
っ
て
こ
と
は
友
達
作
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
簡
単
だ
よ
ね
？

「
学
生
寮
な
ら
自
然
と
友
人
で
き
る
よ
ね
！
」と
は
い
か
な
い
の
が
学
生
宿
舎
。

あ
く
ま
で
学
生
が
同
じ
建
物
で
生
活
し
て
い
る
だ
け
の
場
所
な
の
で
、交
流
の
機
会

は
そ
こ
ま
で
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。積
極
的
に
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、ひ
っ

そ
り
と
引
き
籠
も
る
こ
と
も
で
き
る
不
思
議
な
空
間
で
す
。同
じ
階
の
人
で
仲
良

く
料
理
し
て
い
る
階
、隣
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
否
か
分
か
ら
な
い
階
な
ど
様
々
で

す
。

　

対
し
て
、学
類
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
強
固
で
す
。春
日
宿
舎
に
は
メ
デ
ィ
ア
創

成
学
類
、知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
生（
以
下
知
識
学
生
）、医
学
類
生
が
入
居
し
て

い
ま
す
が
、知
識
学
生
は
男
性
が
少
な
い
た
め
、二
号
棟
宿
舎
に
は
あ
ま
り
知
識
学

生
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん（
対
照
的
に
一
号
棟
は
知
識
学
生
が
メ
イ
ン
で
す
）。し
か
し

な
が
ら
、学
生
宿
舎
在
住
と
い
う
共
通
点
は
非
常
に
強
力
な
要
素
で
あ
る
た
め
、宿

舎
で
で
き
た
友
人
は
授
業
・
日
常
生
活
全
般
で
助
け
合
う
仲
間
と
な
り
ま
す
。

宿
舎
と
ア
パ
ー
ト
の
違
い
は
？

結
論
か
ら
い
う
と
人
に
よ
り
ま
す
。確
か
に
、つ
く
ば
の
夏
は
エ
ア

コ
ン
な
し
で
も
乗
り
切
れ
ま
す
し
、宿
舎
の
半
分
以
上
の
住
人
は
取
り

付
け
て
い
ま
せ
ん
。で
は
何
を
基
準
に
検
討
す
べ
き
な
の
か
。

１
．光
熱
費
が
安
い

２
．共
用
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

・
宅
配
の
住
所
は
最
後
ま
で
、受
取
人
の
電
話
番
号
の
記
載
も
忘
れ
ず
に
。

  

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
が
荷
物
の
お
届
け
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

・
自
転
車
は
必
ず
二
重
ロ
ッ
ク
。新
入
生
の
新
車
は
恰
好
の
的
、

  

友
人
の
自
転
車
も
盗
ま
れ
ま
し
た
。

・
虫
対
策
は
必
須
！　

夏
は
コ
バ
エ
、冬
は
カ
メ
ム
シ
対
策
を
万
全
に
！
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祖母の家の猫です。寝てたので
ナデナデはやめておきました。
( 小菅哲哉・３年 )

トットリ、ステキダッタ。　
リベンジシタイ！
( 豊留沙梨那・３年 )

初めて記事を書かせて頂きまし
た！写真は夏の美味しい思い出。
( 鐵見咲希・２年 )

オオイタ、タノシカッタ。
イツカマタ！
( 内田彩水・３年 )

気が付いたら 2021 年ももう
あとわずかですね。
( 田嶋尚晴・３年 )

徳田秋聲記念館、県立神奈川近
代文学館の皆様とのご縁に感謝
です！ ( 関根颯香・２年 )

ちなみに宿舎自室のレイアウト
はこんな感じ。狭いね！
( 田中大陸・１年 )

「知識情報・図書館学類誌MILK」Web 公開中。
過去のバックナンバーもご覧いただけます。
https://milk.klis.tsukuba.ac.jp/
ご意見・ご感想お待ちしています！
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